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２００７年度特許戦略工学分科会報告２００７年度特許戦略工学分科会報告

発足：２００３年１０月

 
２００８年１月１８日現在

MLメンバー数は１０６名、公開名簿記載者数は３７名

特許戦略工学分科会の目的は、特許戦略工学を研究し、特許戦略論の普及

 および特許戦略システムの構築の引き金になることです。

オーガナイザ：

 
久野敦司（京都在住）

片岡敏光

赤間淳一

ＷＧ１：

 
ＰＣＭＬ研究開発

ＷＧ２：

 
Patent Claim Drafting Cup

ＷＧ３：

 
特許戦略論研究

2008年3月15日

 

報告：片岡
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（１）
 

特許明細書、請求項の重要性のアピール

知財創造サイクルは、特許明細書の作成に始まり、特許明細書の解釈で
終わると言われるほど、特許明細書は大切であり、その根幹をなす請求項
（クレーム）を読み書きできなければ、知財活動は困難である。稚拙な特許
明細書やクレームのために泣きをみた例は数えきれない。
そこで、２００７年度は、特許明細書、クレームの重要性をアピールすることを
例会のメインテーマとして活動した。

（２）
 

PCML
 

OPEN
 

Eｄitor
 

の開発

PCMLを用いたエディターは、２００５年にJAVAを用いたプロトタイプを開発
したが、特許関係者にとってJAVAを扱うことは容易でなく、そのため、検証

と改善ができにくく、進捗状況が芳しくなかった。
インターネットへアクセスし、自分のパソコン上で、手軽にPCMLを実感でき

るエディターを開発し、その有効性を検証した。

2007年度活動方針と成果
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PCML (請求項記述言語とは)：

人間にとってもコンピュータにとっても明瞭で理解しやすい
構造を持つように請求項を記述するために用いる言語

PCML: Patent Claim Markup Language
英語表記

インターネットの世界でWeb上の様々なコンテンツ（文字、図、
絵、画像、音）を居ながらにして見れるのは、陰に、HTML、
XMLというタグ付けられた記述言語が存在しているから。
同様に、「請求項」をタグ付けた記述言語PCMLで記述すれ

 ば特許法等を知らない素人でも、発明や権利範囲を直感的
 に理解できるようにコンピューターが支援する。



発明を把握するためには、構成

 要素と他の構成要素との接続に

 使用されるリンクが、それぞれ

 の構成要素の性質に適合し、外

 部からの入力と請求項の構成要

 素およびリンクの作用で出力さ

 れる過程が、発明としての特徴

 事項を表すことになり、これら

 の構造は、タグ付けられた請求

 項記述言語で表現可能となり、

 その請求項は、人間またはコン

 ピュータに、発明の構成と作用

 ・効果の関係が理解可能に記述

 された請求項であると言える。

請求項を理解する主体である人間またはコ

 
ンピュータに用意する。

構成要素

請求項の構造のイメージ

Ａ

Ｂ
Ｄ

Ｃ

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｋ

構成要素やリンクの意味

 
を定義した概念辞書

Ｃ

概念展開

 
リンク

階層構造

入

 
力

出力

リンク

特許請求の範囲に記載される請求項は、構成要素と、構成要素を結合す

 るリンクからなるグラフ構造である。これをPCMLで記述できる。

 

特許請求の範囲に記載される請求項は、構成要素と、構成要素を結合す

 るリンクからなるグラフ構造である。これをPCMLで記述できる。
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特許戦略工学

特許戦略システム特許戦略論

PCML(請求項記述言語)

ＰＣＭＬツール

特許戦略工学は、特許戦略論と特許戦略システムから構成

特許明細書
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２００７年度の特許戦略工学分科会の例会発表内容と主な成果２００７年度の特許戦略工学分科会の例会発表内容と主な成果

２００７年０４月
 

「特許調査におけるExcelの利用」

：赤間オーガナイザー

・JavaScriptでExcel操作、特許明細書データ

からの情報抽出と並べ替え、自動マークアップ

・JavaScriptでWeb情報取扱い

２００７年０５月
 

「特許明細書の作成・分析・評価を支援する統合的
特許工学支援システム」：

 
ＩＲＤ国際特許事務所所長

谷川英和弁理士

 
(京都大学非常勤講師）

２００７年０６月
 

「請求項記述言語（PCML）による特許文章の
構造化」：PCMLの概要：

 
茂手木さん

以下、日本知財学会研究大会にて発表
発表者：茂手木さん、久野、赤間、谷川、片岡

「協創と地球環境保護の時代に向けた
知的財産権制度」発表者：久野オーガナイザー
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２００７年０７月

 
「日本発海外出願の問題点：世界に通用する強い明細書とは」

 講師：篠原英語塾

 
塾長

 
篠原泰正

 
氏

２００７年１０月

 
場外分科会

 
「TRIZソフト：ＧＦＩＮ無料セミナー、見学会」

２００７年１１月

 
「ユーザーインターフェースデザインの観点による

特許記述ツール」」

 
弁理士渡辺和宏さん

２００７年１２月

 
「特許請求の範囲の読み方」：久野オーガナイザー

２００８年０１月

 
「PCMLオープンエディターの概要、デモ」：久野オーガナイザー
「クレーム一刀両断①」：片岡オーガナイザー

２００８年０２月

 
「クレーム一刀両断②」：片岡オーガナイザー
「クレーム起案グループ演習」：参加者一同

２００８年０３月

 
2005年度分科会活動総括

２００７年度の特許戦略工学分科会の例会発表内容と主な成果２００７年度の特許戦略工学分科会の例会発表内容と主な成果
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日本知財学会第5回年次
学術研究発表会にて発表
（2007年6月30日～7月1日）
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情報処理学会EIP
研究会での発表
谷川さん、小西さん
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２００７年度の成果：「PCMLオープン・エディター」
 

の作成と提供２００７年度の成果：「PCMLオープン・エディター」
 

の作成と提供

http://www.patentisland.com/pcml_open_editor.html
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請求項の表層的品質の自動採点

採点のアルゴリズムの一部は、次のとおりです。

１． 構成要素の文字数が所定文字数（５０文字）を越えると、
その越えた文字数に比例する点が減点される。

２．
 

構成要素の個数が所定個数（５個）を越えると、その越えた
 個数の部分に比例する点が減点される。

３．
 

構成要素間の参照関係で形成されたグラフにおいて、他の
 構成要素とリンクを持たない孤立要素の個数に比例した点

 が減点される。

４．前記グラフが構成要素を一つながりにしておらず、複数個の
 連結部分に分かれている場合に、１個の連結部分個数を越
 える個数に比例した点を減点する。

５．
 

１００点満点から減点部分を差し引いたものが総合得点と
なる。



PCML エディターを用いたグループ毎クレーム起案演習と発表
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２００８年度活動予定

（１）「PCML OPEN EDITOR」を用いた
クレーム検証と機能UP、クレーム起案演習

（クレーム起案演習は、兼クレームドラフティングコンテストの準備）

（２）特許明細書、請求項の重要性アピール
ｅｘ．クレーム一刀両断・・・

（３）特許戦略論の充実（京都WG）
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